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市内のどの窓口でも、質の高い行政サービスが受けられる

申請・手続の拠点

別冊１
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最も身近な場所Ⅰ

地域づくりセンター

地域づくりセンター

南松本
で保健衛生を中心に何でもできる

＋
保健所と周辺の関連施設が連携して
充実したサービスを提供

地域拠点とオンライン窓口の
強化拡充

松本駅前
で申請・手続を中心に何でもできる

丸の内（本庁舎）
は市政運営の中枢を担う行政機能
に特化して強化

＋
バックオフィスとして、これまで
以上に市民の暮らしを守り支える

で何でもできる
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＝

＝
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Ⅰ 地域拠点とオンライン窓口の強化拡充（地域づくりセンター）

対面とオンラインを組み合わせた窓口（新たなワンストップサービス）により、
地域づくりセンターなどであらゆる相談や手続が可能に。

地域づくりセンター

本庁舎（バックオフィス）

戸籍・住民票

窓口（対面＋オンライン）

税・料金 福祉各種相談・問合せ 年金・保険

リモート（オンライン）

 市民にとって最も身近な場所である「地域づくりセンター」で何でもできるようにする。⇒ 地域拠点の強化

市民

将来的には、携帯端末からあらゆる
申請・手続や相談ができる。

＋

担当職員

市民

新庁舎の建設に合わせて必要な環境を整備（新庁舎の重要な設計要件）

保健師などの
地区駐在

地域福祉の充実

職員は、
より地域へ

２



Ⅱ 申請・手続の拠点（松本駅前）

市民

 交通結節点で多くの人が利用しやすい場所である「松本駅前」で申請・手続を中心に何でもできるようにする。

対面とオンラインを組み合わせた窓口と電子申請端末などを数多く備えた総合窓口を設置し、
限られた時間の中であらゆる申請・手続を可能に。

松本駅

病院

会社

店舗

学校

電子申請端末

窓口（対面＋オンライン）

＋

市民

担当職員

窓口（対面＋オンライン）

＋

市民

担当職員

松本駅前センター
３



Ⅲ 健康を支える拠点（南松本）

市民

 人口重心に近く、多くの人が利用しやすい場所である「南松本」で保健衛生を中心に何でもできるようにする。

南松本

保健所と既存の周辺施設が連携することで、デジタル化が進んだ将来においても必要不可欠な対面でのサービスを充実

窓口（対面＋オンライン）

＋

担当職員

対面による各種相談

市民

子育て

保健

総合社会福祉センター

なんぷくプラザ

 実際の施設規模・職員数などは、以下の観点を踏まえ、今後検討します。

① 総合窓口（申請・手続、相談）機能

② 健康づくり課を始め、保健所とセットであることが望ましい機能

③ 周辺の既存施設との連携を考え、南松本に配置することが望ましい機能

保健所

保健師

精神保健福祉士

管理栄養士

など

ボランティアセンター

松本圏域障害者相談支援センター

など

インクルーシブセンター

など

松本市社会福祉協議会

南部保健センター

松本市障がい者基幹相談支援センター

南松本庁舎
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事務所（バックオフィス）
各種相談

Ⅳ 本庁舎の規模スリム化（丸の内）

問合せ

政策立案・事務遂行

市長 議会

迎賓

市民

地域づくりセンター・松本駅前・南松本

窓口（対面＋オンライン）

＋

担当職員

 古からの政治文化の中心地である「丸の内」は、市政運営の中枢を担う行政機能に特化して強化

 充実した市民サービスを提供するためのバックオフィスとして、これまで以上に市民の暮らしを守り支える。

（フロントオフィス）

申請・手続
国・県

事業者

本庁舎

危機管理

災害対策本部機能

職員
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 「市民サービスの提供拠点」や「保健所」をより身近な場所や利用しやすい場所へ設置・拡充。その結果、本庁舎はスリム化

 加えて、各課ごとの窓口を始め、待合スペースや廊下などの共用部分が不要になることから、事務所スペースもスリム化

「地域拠点とオンライン窓口の強化拡充」と「本庁舎の規模スリム化」は表裏一体

Ⅳ－１ 本庁舎の規模スリム化のポイント

 事務所内の各課窓口は不要に
 同様に、待合スペースや廊下

などの共用部分も不要に
 オンラインに対応できる設備

や環境を整備
 多様な働き方に対応した事務

所レイアウト
（職員は、より地域や現場へ）

 総合窓口は、地域づくりセン
ター、松本駅前、南松本に共
通

 場所によって、窓口や電子申
請端末の数が違うだけ

 どこの、どの窓口に行っても
移動することなく、１か所で
あらゆる相談や申請・手続が
可能に

④ 市民サービスの
提供拠点

議会

総合窓口

市政の両輪

「政」の中心

① 事務所 ② 議会機能

⑥ まちづくり・暮らしの拠点（都市機能）

スリム化

指揮・命令

③ 危機管理の拠点

⑤ 健康を支える拠点

保健所＋α 拡充

市長

職員

拡充

強化

より身近な場所で

より利用しやすい場所で新設
強化

市を代表し統括
事務を管理、執行
迎賓

執行機関を監視
最終決定（議決）

市長の補助機関
政策立案・事務遂行
行政サービス

災害対策本部機能
業務継続性の確保
災害発生時の応援受入れ

６

既存の周辺施設と合わせて



 人口の重心に近く、福祉施設が集積する

南松本に、保健所を柱とした行政機能を

配置することで、市民の健康を支える拠

点となるエリアを創出

市役所の建替えをまちづくりと連動させて「新たな魅力」や「更なる賑わい」を創出

行政機能の再配置 場所の必然性

Ⅴ まちづくりとの連動

申請・
手続

松本駅前

松本城を核とした賑わいのあるエリア

 松本城を核とした公共空間の整備と合わせ

て、現在の本庁舎側敷地には庁舎を建てず、

新たな公共空間として整備・活用すること

で、賑わいのあるエリアを創出

 まつもと公設民営バスの運行
 交通決済のキャッシュレス化
 松本駅周辺の交通ターミナル機能強化
 観光案内所の機能強化

エリアで進める事業
 地域交通の利便性向上や交通ターミナル機能の強化に

合わせて、交通結節点である松本駅前に、申請・手続

の窓口を配置することで、市民の利便性を高めつつ

人々が集うエリアを創出

松本駅を中心に人々が集うエリア

保健所を中心に市民の健康を支えるエリア

人口の重心／福祉施設の集積地
南松本駅／総合社会福祉センター／なんぷくプラザ

 南松本駅周辺の道路整備
 保健所の設置
 インクルーシブセンターの設置

エリアで進める事業

交通結節点
松本駅／駅前広場
松本バスターミナル

政治・経済・文化の中心
松本市役所／国宝松本城／商業・業務地

 外堀大通りの整備
 松本城三の丸エリアビジョンの推進
 松本城水堀の浚渫
 旧市立博物館の解体・撤去
 松本城南・西外堀の復元
 都市計画道路の見直し

エリアで進める事業

保健所＋α

南松本
本庁舎

丸の内
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松本城を核とした公共空間の整備・創出

Ⅴ－１ まちづくりと関連事業の進展を見据えた行政機能の再配置イメージ［丸の内］

博物館
解体

太鼓門
耐震工事

浚
渫

浚
渫

浚
渫

国宝
松本城天守
耐震工事

できる限り規模をスリム化して現在の東庁舎側に本庁舎を配置

大名町通り
再整備

埋橋改修

本来の登城ルート

新庁舎（本庁舎）敷地
として設定する範囲
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Ⅴ－２ まちづくりと関連事業の進展を見据えた行政機能の再配置イメージ［松本駅前］

ターミナル・玄関口としての機能強化 賑わいの創出 申請・手続の総合窓口を配置利便性向上

Ｍウィング
アイパーク

駅前センター
申請・手続の
総合窓口

交通ターミナル機能の強化
松本の玄関口としての機能強化

（交通・観光の拠点）

路線バス

乗降場の
再配置

アルピコ
プラザ

（バスターミナル）

９

花時計
公園



Ⅴ－３ まちづくりと関連事業の進展を見据えた行政機能の再配置イメージ［南松本］

福祉施設の集積地 未利用市有地を活用して南松本庁舎を配置

南部公園

南松本駅

人口の重心交通網の整備

なんなん
ひろば

松本市希望の家

 南部保健センター
 インクルーシブセンター
 松本市障がい者基幹相談支援
センター など

 松本市社会福祉協議会
 ボランティアセンター
 松本圏域障害者相談支援
センター など

松本市総合社会
福祉センター

南松本福祉関係複合施設
なんぷくプラザ

健康を支える拠点

保健所＋α

未利用市有地
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Ⅵ コストの削減

■ 本庁舎の規模スリム化や建替え中の仮事務スペースを必要としない整備手法により、コストを削減する。

規模をスリム化
（建設面積が減少）
することにより、
建設事業費を削減

23,000㎡程度

従来の計画

現在地に
１期建替え

見直し

複数箇所で
順次建替え

一気に取壊し

松本駅前、南松本
と合わせても
19,000㎡程度

見直し

移設先が出来て
から順次取壊し

 建替え期間中の
仮事務スペース
確保が必要

 市民サービスの
維持に課題

 仮事務スペース
確保がほぼ不要
＝ 関連経費を削減

 市民サービスの
安定継続

従来の計画

１ 建設事業費を削減 ２ 関連経費を削減

本庁舎
（丸の内）

保健所＋α
（南松本）

松本駅前
センター

賃貸借

建替え

建設
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